
この き なんの き



この き なんの き



きに なる き



なまえも しらない



き ですから



なまえも しらない



きに なるでしょう



この き なんの き



きに なる き



みたことも ない



き ですから



みたことも ない



はなが さくでしょう



はなが さくでしょう



おわり


